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コミュニティ・スクールを支える

学校運営協議会委員にインタビュー！

◀詳しい情報や申込については、
彦根市ホームページ（QR コード）から
確認できます

現在（R7.3 月末現在）締結企業は 40 社

ひこふぁみを知っていますか？

協力していただける会社・企業・事業所を
募集しています

こんな取組が行われています

家庭教育に関するポスターの
掲示による啓発

小・中・高生の
職場体験への協力

学校への出前授業や
校外学習の受け入れ

従業員が学校へ行きやすい
環境づくりや休暇制度

　ひこふぁみ（彦根市家庭教育協力企業協定制度）とは、企
業が家庭教育の重要性を啓発し、職場環境を整えるこ
とで子どもの健やかな育ちを支援する取り組みです。
企業と市教育委員会が協定を結び、地域全体で子育て
を推進します。

企業の皆さまへ

企業では
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　「花いっぱい運動」で生
徒と一緒に植えた花を
見守る馬場さんと澤田
さん。１年間を通して
美しい花々が来校者の
目と心を癒やします。
　生徒と地域の人が
協力して、毎日の水
やりも行っています。

　熟議では、主に環境整備や
地域の活動について話し合わ
れました。
　学校・地域（保護者）・生徒
が参画して環境整備ができな
いか話が進んでいました。

　今年度で 12 年目を迎える「緑の
カーテンプロジェクト」。支柱設置、
ネット張りやゴーヤの苗植えを地域
の方の指導のもと行っています。
　保護者や地域の人の参加を促すた

めの新たな取組も
始まっています。

彦根中学校・高宮小学校
学校運営協議会委員

（高宮小学校地域学校協働活動推進員）

稲枝中学校学校運営協議会委員
（稲枝地区公民館長）

澤
さ わ だ

田 勘
かんいち

一 さん

彦根中学校・河瀬小学校
学校運営協議会委員

（河瀬小学校地域学校協働活動推進員）

花いっぱい運動

緑のカーテン
プロジェクト

稲枝中学校運営協議会の様子

　公民館に来てから地域の人はもちろん、サークル活動に参加する人、自治会の
役員の人たちと多くのつながりができました。そのつながりを生かして、地域の
人に必要な団体や人を紹介しています。公民館長が学校運営協議会委員になるこ
とでネットワークを地域学校協働活動に役立てることができると思っています。
　社会の変化やコロナ禍を経て、地域行事の多くが縮小または廃止になっていま
す。以前は、地域行事の中に中学生の地域貢献活動の機会も多くありましたが、
その機会が減ってしまい、公民館で行う行事は中学生にも関わってもらうように
しています。
　子どもたちには、「稲枝で過ごせてよかった。稲枝は自分の故郷である」とい
う愛着をもってほしいと願っています。地域の活動に参加することで、地域を大
切にする気持ちや地域のよさを感じてほしいです。みなさん、一緒に未来を担う
子どもたちを育てましょう。

　私は、自分の子どもが彦根中学校に在学しているときに PTA 会長をして
いました。今は学校や地域への恩返しのつもりで地域学校協働活動に参画
しています。中学校では、葉刈り作業や愛校作業への参加を地域の人に呼
びかけたり、作業に参加したりしており、小学校では、週１回本の読み聞
かせもしています。町で小学生が「読み聞かせのおっちゃんや」と声をか
けてくれたのは嬉しかったです。　
　彦根中学校と高宮小学校の学校運営協議会に参加していますが、多様な
立場の人の意見から、新たな視点をもらうこともでき自分の気付きにもな
りますね。
　地域住民として子どもたちと日頃から関わって顔見知りになることで、地
域で何かあったときにも声をかけることができます。まずは登下校の見守
りや本の読み聞かせなど身近なことから多くの人が関わってほしいですね。

　私は農業を営んでいる関係で地域学校協働活動に参画しています。中学
校では「花いっぱい運動」や「緑のカーテンプロジェクト」、小学校では１
年生から６年生までの栽培活動や田植え体験ですね。家庭や教室の中では
できない体験の場を提供することで、自分の経験が少しは役に立っている
のかなと思っています。
　昨年度から学校運営協議会委員として会議に参加し、熟議を続ける中で、
学校、保護者、地域とのつながりが深まりつつあることを感じています。
中学校の PTA の資源回収の際には、地域住民が軽トラックを提供して一緒
に活動しました。これは協働できてよかった一例だと思います。
　子どもたちと関わっていると楽しく元気が出ますが、先のことを考える
といつまで続けられるか正直不安な部分もあります。自分のできることか
ら学校や子どもたちと関わる人が増えてほしいです。

「地域全体で子どもたちの成長
を支えていく」というコミュニ
ティ・スクールを推進するために
は、企業や事業所の力が必要です


